
（社）静岡県土木施工管理技士会　静岡支部

　　　　　平井工業株式会社　高橋　好彦

1.1.1.1. 　　　　はじめにはじめにはじめにはじめに
　国道１号　富士由比バイパスに架かる和瀬川橋は、塩害による環境下にある中で、剥離・鉄筋露出による

損傷が、PC鋼材の腐食にまで到達していることが確認された。

　このため、新橋への掛け替えまでの第一次補強対策として、外ケーブル工法を用いて、PC桁の補強工事

をおこなった。

2.2.2.2. 　　　　工事概要工事概要工事概要工事概要
　工 事 名 ： 平成２２年度　１号蒲原高架橋東工区橋梁補修工事

　発 注 者 ： 中部地方整備局 静岡国道事務所

　工事場所 : 静岡市清水区由比

　工事内容 ： 桁補修工　　　１式

　　　  　　 桁補強工　　　１式

　　　　　　 仮 設 工　　　１式

3.3.3.3. 　　　　課課課課　　　　　　　　題題題題
　和瀬川橋梁はPC鋼材の腐食によりプレストレスが低下していたことから、検討の結果、可及的速やかに

PC桁の構造的健全性を回復するための対策として、外ケーブル工法による補強が選択された。

　外ケーブル工法は既存のPC桁に大きな負荷をかける工法のため、腐食や劣化の程度が明確でない既存

桁に対して適切な緊張力を設定し、なおかつ慎重に施工するための管理基準が求められた。

4.4.4.4. 　　　　対策対策対策対策とととと効果効果効果効果
　外ケーブルの設置は、プレストレスの回復、劣化の遅延、断面補修材へのプレストレスの導入が目的である。

外ケーブル緊張前と緊張後に桁のひびわれ幅・たわみ量 及び ひずみを計測して劣化程度の確認と効果

の検証を行った。

①　計測項目と計測箇所の決定

　劣化程度の確認と補強対策効果の検証を行うための計測は、活荷重による主桁の応力変動を確認し、

損傷しているG1桁について、補強後に全断面圧縮になっているかを確認する。また、補強プレストレスの

導入により、適切にプレストレスが分配されているかを確認するため、G1桁以外の主桁についても計測を

実施する。

　計測項目は以下の通りとする。

図ー１  計 測 位 置

老朽化老朽化老朽化老朽化したしたしたしたPCPCPCPC橋梁橋梁橋梁橋梁のののの補強効果補強効果補強効果補強効果のののの検証検証検証検証



設置位置 箇所数

②　補強外ケーブルの緊張力

　補強外ケーブルの緊張時において、緊張側定着突起背面のコンクリートひずみが大きい値を示したため、

緊張力 770N/mm2で、次の緊張力を 880N/mm2として、各計測値及び外観の確認を行った結果、緊張側

定着突起背面のコンクリートひずみがさらに増加した。協議の結果、以下の理由から緊張力を 880N/mm2

のまま作業中止とし、以降の緊張作業を行わないものとした。

　・計画値まで及ばないものの、桁中央付近でのプレストレスは導入されている。

　・定着突起背面のコンクリートひずみが大きい事から、これ以上の緊張力の増加は、既設構造物に悪影響を

　及ぼす可能性が懸念される。

　・今回の補強目的は、永久使用するための完全な補強を目的としていない。

③　試験結果　※外ケーブル緊張力 G1桁：880N/mm2　G4桁：330N/mm2 とする。

  １）　ひびわれ計測 結果

　　G1桁のひび割れ箇所について、補強外ケーブルの緊張前と緊張後でひび割れ幅の計測を行った。

　　ひび割れ幅の計測値は、値が小さく橋梁上を走行させた載荷車両の無積載と満載において、値の変

　動がないケースや満載車両載荷時の方でひび割れ幅が狭いケースなど、矛盾が生じる箇所が何点か

　あるものの、全般的に補強外ケーブル緊張後でひび割れ幅が小さい傾向である。

　　また、計測箇所による違いでは、径間端部よりも径間中央部の方が、補強外ケーブルによる効果が大

　きいことがうかがえる。

表ー２　G1桁載荷時のG1桁ひび割れのひらき
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補強対策前後の全４主桁のたわみ計測により、外桁のプレストレス導入に対す
る内桁への影響を確認する。

G2～G4や補強後のG1では、全断面圧縮の状態になっていると想定されるた
め、精度の高いひずみゲージにより、各主桁の応力状態を計測し、補強効果
を確認する。また、桁断面の応力分布を調べるため上下で計測するととも
に、橋軸方向での応力分布を把握するため、橋軸方向に３箇所で計測を行
う。

外ケーブル緊張管理の参考として定着部の近接背面のひずみを計測する。
応力の方向性を明確にするため水平・鉛直の２方向の計測を行う。

G1
桁下面

主要８箇所を選定し、ひびわれ幅の変動から外ケーブル緊張による補強効果
を確認する。
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  ２）　たわみ計測 結果

　　補強を行ったG1桁について、補強前後では２０ｔ載荷時にσy=-3.8mm→σy=-3.5mmとたわみ量が軽減

　された。

  ３）　ひずみゲージ計測 結果

　　G1桁について20t載荷時の主桁応力度を比較すると、補強後は補強前より応力勾配が急になっている

　ことから、補強により主桁の断面剛性が高くなったと考えられる。

5.5.5.5. 　　　　おわりにおわりにおわりにおわりに
　　今回の外ケーブル補強により、各試験結果から橋梁自体の耐力が向上したことが確認された。

　　各試験を実施することにより、補強後の耐力の向上が理論的に証明されたため、管理方法の適切性と

　外ケーブル工法の妥当性を証明できた。

　　社会資本ストックの長寿命化と維持管理が喫緊の課題である我が国において、このような補強工法は

　非常に有効であると感じた。私はこの経験を生かして、地域における社会資本の保全に貢献していきたい

　と考えている。

表ー４　G1桁の補強前後の応力度(20t載荷時)

表ー３　主桁径間中央の鉛直たわみ


